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札幌医科大学保健医療学部紀要　第４号　2001

母性看護学実習前および実習中の学生の健康状態と対象者のケアに対する意識の変化

杉山　厚子，吉田　安子，丸山　知子

札幌医科大学保健医療学部看護学科

要　　　旨

本調査は、本学看護学科３学年の母性看護学の実習前と実習中の健康状態、母性看護ケアに対する意

識、実習・計画・記録等に関する意識を実習終了時に調査し、これらを母性看護学の講義及び実習の基

礎データーとして役立てることを目的に行った。

その結果、実習中の学生の健康状態は睡眠時間が実習前より約２時間短くなり、体調が悪いと自覚し

た者が約３倍に増加し、月経周期の規則性は実習前の７割から実習中は６割に減少していた。実習前の

学生の女性生殖器ケアに対する意識は、「不安」「驚き」「羞恥心」などの情緒的反応が多く、「看護の視

点」が少なかった。実習後は専門職の立場から「看護の視点」で考えるように変化していた。今後、看

護教員は学生の健康管理の観点を含め専門職としての視点を高めるための講義や実習の内容及び教育方

法の検討が必要と考える。

＜索引用語＞母性看護学実習、母性看護ケア、臨床実習に対する意識、健康状態

Ⅰ．緒　　言

看護教育の主な教育方法には、講義・演習、臨地実習

がある。臨地実習は、学校で学んだ知識、理論および技

術を実際の看護場面において、個々の対象の状態に応じ

て適応し、実践することにあると述べられている１―３）。

つまり実習は、実践したり、検証したり、また新たな体

験学習を通して看護の本質にせまり、自己の看護観を養

う大切な場であり、実践科学といわれている看護教育に

おいては不可欠なものである。

母性看護学実習では、女性の生殖器に関連する直接的

ケア４，５）と同時に短期間で経日的変化の早い対象の看護

を展開するために、学生にとっては心理的負担になるこ

とが予測される。さらに、少子化に伴い、学生には兄弟

が少なく、同年齢以外の人々と接する機会も少ない。従

って、母性看護の主な対象である妊・産・褥婦及び新生

児と初めて接する場合が多く学生の緊張も強まると考え

る。

我々は本学部開設当初より、母性看護学実習終了時に、

実習前と実習中の健康状態、実習前後の母性看護の特有

な看護ケアについての意識の変化、実習、記録、計画等

に関する意識を調査し、講義や実習評価の参考としてき

た。今回はこの調査内容をまとめ、検討したので報告す

る。

Ⅱ．方　　法

１）対象：1996～1999年の札幌医科大学保健医療学部看

護学科３学年204名である。

２）調査方法：３学年の母性看護学実習（３週間）終了

時に調査の目的を説明し、無記名自己記入式質問紙を配

布し、後日回収した。質問紙の内容は、居住形態、実習

前後の食生活、睡眠時間、自己の健康管理、月経の状態、

母性看護ケアに対する意識、実習、計画、記録、対人関

係の意識等で構成した。実習、計画、記録等については

「非常に良かった」「まあまあ良かった」「全く違う」の

３段階尺度を用いた。実習前後の母性看護ケアに対する

意識および実習で満足できた事項、印象的な出来事につ

いては自由記載とした。

３）データー分析：データー処理にはWindows for

Excel7.0を用い単純集計およびクロス集計をし、カイ２

乗検定を行った。

学生の対象者のケアに対する実習前後の意識について
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記述された内容から、学生の情緒的反応を乳房および授

乳観察の項目では「不安」「羞恥心」「驚き」「その他」

に、外陰部の観察では「不安」「羞恥心」「戸惑い」「そ

の他」に、診察介助では「不安」「羞恥心」「驚き」「拒

否」「その他」に区分した。さらに、看護ケアに必要な

母子の健康に関わる身体的、心理・社会的情報や状態を

「看護の視点」と分類し統計的な処理を行った。

なお、ここでの「看護の視点」とは、医療の専門職者

として看護を実践するにあたり専門的知識に基づき客観

的かつ意識的に対象者を観察しようとするものとした。

Ⅲ．結　　果

対象者204名のうち回収の得られた177名（回収率

86.5％）について分析を行った。177名のうち男性は７名

であった。

１）生活及び健康状況

学生の住居は、家族と同居が52.1％、１人暮らし

40.6％、その他食事付きの学生会館等7.3％であった。睡

眠時間は、実習前が平均6.5時間、実習中4.8時間であっ

た。食事は、１日３回摂取の者が実習前88.3％、実習中

84.7％であり、朝食摂取状況は、摂取している者が実習

前77.9％、実習中82.4％であった。

健康状態について、体調が良いと答えた者は、実習前

が80.6％、実習中48.4％で、体調が悪いと答えた者は、

実習前が18.8％、実習中51.5％であった。月経について

は、月経周期が規則的であると答えた者は、実習前が

73.4％、実習中59.2％であった。月経前症状があると答

えた者が実習前が69.5％、実習中59.9％で、その症状を

「非常に辛い」「辛い」と感じていた者は、実習前が

39.5％、実習中51.7％であった。

２）母性看護の特有なケアに対する実習前後の意識

母性看護実習では、乳房、授乳、外陰部などの観察、

診察の介助等の女性生殖器に対する直接的なケアを行わ

なければならない。これらのケアに対して学生がどのよ

うに受け止めているかについて、実習前後の気持ちを記

載してもらった。

乳房観察では、「恥ずかしい」「こんなに変化するんだ」

「触って良いのか」「痛くないだろうか」「緊満が無いか」

「緊満が軽減した」「分泌が良くなった」「不思議」等の

記述から「羞恥心」「驚き」「不安」「看護の視点」「その

他」の５項目に分類した。

その結果、実習前は「不安」が39.7％と最も多く、次

いで「羞恥心」25％、「驚き」12.8％、「看護の視点」

11.5％、「その他」21％であった。実習後は「看護の視点」

が38.5％と最も多くなっており、「羞恥心」2.9％、「驚き」

2.3％、「不安」1.1％、「その他」15.2％であった。

これらの項目と実習中の体調が良かった者と悪かった

者の間では有意差は見られなかった。

授乳観察では、「恥ずかしい」「こんなに大きくなるん

だ」「そばにいていいのかな」「赤ちゃんが吸っている」

「母子関係は良いか」「正しい授乳姿勢が保持できている

か」「児は乳頭を深く含んでいるか」「ほほえましい」

「うらやましい」等の記述から「羞恥心」「驚き」「不安」

「看護の視点」「その他」の５項目に分類した。

その結果、実習前は「不安」が39.6％と最も多く、「看

護の視点」24.5％、「驚き」13.4％、「羞恥心」8.7％、「そ

の他」43.8％であった。実習後は、「看護の視点」が

59.4％と最も多く、「羞恥心」6.4％、「驚き」2.3％、「不

安」1.1％、「その他」28％であった。

表１．学生の生活および実習前後の健康状態

住　　居

睡眠時間

食事摂取

体調の自覚

月経周期

（N＝170）

家族と同居

１人暮らし

その他

実習前

実習中

実習前

実習中

実習前

実習中

実習前

実習中

平　均

平　均

１日３回

朝食摂取

１日３回

朝食摂取

良　い

悪　い

良　い

悪　い

規則的

不規則

規則的

不規則

96（52.1）

73（40.6）

8（ 7.3）

6.5時間

4.8時間

156（88.3）

138（77.9）

150（84.7）

146（82.4）

145（80.6）

8（18.8）

90（48.4）

85（51.5）

128（73.4）

37（28.8）

101（59.2）

64（25.6）

N＝177（％）

図１．実習前後の乳房の観察の意識


